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営業外損益の計上に関するお知らせ 
 

2027年１月期第２四半期（中間期）（2026年２月１日～2026年７月31日）における、営業外損益の計上について下記のとおりお知らせ

いたします。 

 

記 

 
１. 営業外損益の計上について 

科目 金額 計上理由 

営業外収益 

 為替差益 42百万円 

第１四半期において62百万円計上しておりましたが、主として連結子会社の第２四半

期末日（2026 年６月末）時点の当社グループの保有する外貨建債権債務を同日の為替

相場で評価したことで発生した評価益を計上したものであります。 

助成金収入 84百万円 
第１四半期において24百万円計上しておりましたが、主に連結子会社の研究開発関連

補助金として計上したものであります。。 

営業外費用 

 支払利息 146百万円 
第１四半期において72百万円計上しておりましたが、連結子会社の金融機関からの借

入金に対する支払利息として計上したものであります。 

 持分法による投資損失 1,694百万円 

第１四半期において 1,682 百万円計上しておりましたが、主に持分法適用会社である

W-SCOPE CHUNGJU PLANT CO., LTD.(WCP)の決算報告に基づき計上したものであります

(うち、WCP発行の転換社債に係る評価損 200百万円（第１四半期においては 932百万

円計上）)。 

 

 

２. 業績に与える影響 

この営業外損益の計上による業績への影響等については、本日（2026年９月10日）公表の「2027年１月期 第２四半期決算短信〔日本

基準〕（連結）」をご参照ください。 

 

以  上 


